









































































































































































































































堂に詣でる。ここで久作が言うには、最前 三輪で聞いた話にこのあたりを過ぎると草鞋の価が高くなる。草鞋が品切れで買えない事態になっても困るから、安価な今のうちに多めに買い込み、道々利を取って売ろうということになった。捕らぬ狸の皮算用で 町外れの草鞋屋で二人は価九貫でやや古 草鞋を百足買い込み、それぞれが五十足ずつ背負って出発した。旅路 次第 山道となり、 その重さに 弱り。余りの重さ 久作が、一つにしていっそ坊主持ちにしようと言い出し いろいろもめた結果、最初は抜七が持つことになった。また途中の茶店で聞くに、少し前にも草鞋を売 つける者が て、庄屋さんに松の木に括り付けられた 二人は聞いて顔を見合わせる。福地・山辺等を過ぎ 大野で昼飯にする。この街道はすべて 奈良よ 伊勢の松坂へ通う往還で馬・駕籠も多いが、それでも昨今は不自由故、農家の牛に矢倉を置き、旅人を乗せると専らである。二人は話の種に名張まで二百のところを百六十 値切っ 牛 乗り 久作は一首「馬あひが牛に乗合だら〳〵と涎の様 いせへもふでる」と詠む。途中で腹痛の牛追いが雪隠に行っている間に 眠りこけ、牛 勝手 四・五丁ば
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らないよう小便太桶の中に入れ おいた ころ、これが原因で珍騒動が起き、また妙な宿替え祝い 行われる。呑兵衛はその太桶を宿替え先 運ぶが、案内を請うても 切返答がない。腹いせに傍 子供の頭 蹴ったところこれが実は石の地蔵だった一幕があり、何もしらぬ半分粋はそこ 用足 をしてしまう。 ちいち洗おうとする
五三




















































































































































































































































































































貞卿（本名や字か。⑨（とも号した。活動期はすでに述べたように天保期 中心（①～⑩（で 滑稽本の外に洒落本・読本も執筆しているが、その中心は自ら「滑稽作者」と記 ③（滑稽本で 一九 模倣をしつつ 地元地理を活用して新
五九
幕末の京都戯作者・山東京鶴
鮮味を出そうとしている。新し味が命の洒落本ではとうに全盛期を過ぎている形式の踏襲でしかなく、演劇作翻案が目に付く読本の他、全体として歌舞伎役者名と狂歌が散見されるなどその演劇趣味と狂歌趣味が看取され、江戸のみならず次いで大坂にも追随する姿勢が伺われる。また、大坂で知り合ったと思われる浮世絵師の菱川清春（③（と組んで著作を著すことが多かった（⑥⑨⑩を除く七作（
。
注（
（
　
森銑三・野間光辰・朝倉治彦の三氏監修『続燕石十種』第一巻（昭和五十五年、中央公論社刊（
。
（
（
　
原本未見。国文学研究資料館所蔵マイクロフィルムを利用した。
（
（
　
原本未見。国文学研究資料館所蔵マイクロフィルムを利用した。
（
（
　
原本未見。国文学研究資料館所蔵マイクロフィルムを利用した。
（
（
　
原本未見。国文学研究資料館所蔵マイクロフィルムを利用した。
